
ん澄゛ょav

*
e●

18
50

月刊脊善巧寺報
〒344-00 3 2埼玉県春日部市備後東4丁目1番17号

T E L  0 4 8 ( 7 3 4 ) 7 6 6 0 榎本明覚

r
A 益・

/4-*

/

771

{*

轟

x
#

* !

簾

●蒲公英(タンポポ)●

蒲公英やローンテニスの線の外 正岡 子規

和名「タンポポ」の由来は諸説ある。花後の姿が綿球のタンポに似ているので、「タンポ穂」と

よ ば れ た と す る 説 。 花 茎 を 切 り 出 し て 、 そ の 両 側 を 細 く 切 り 裂 い て 水 に 浸 け る と 反 り 返 り 、 鼓

の 形 に な る の で 、 タ ン ・ ポ ン ・ ポ ン と い う 音 の 連 想 か ら と い う 説 。 タ ン ポ ポ が 鼓 を 意 味 す る 小

児 語 で あ っ た こ と か ら 、 江 戸 時 代 に ッ ヅ ミ グ サ ( 鼓 草 ) と 呼 ば れ て い た も の が 、 転 じ て 植 物 も

タンポポと呼ばれるようになったとする説がある。

> ＼ - 季 節 の 花 $ ～ 蒲 公 英 ( タ ン ポ ポ ) ～
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[ 2 0 2 2 ( 令 和 4 ) 年 3 月 号 通 刊 5 7 9 号 ]
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で
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通
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修
い
た
し
ま
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◎
新
規
感
染
者
数
が
な
か
な
か
減
少

せ
ず
、
ま
ん
延
防
止
措
置
が
延
長
に

な
り
ま
し
た
。
今
月
も
残
念
な
が
ら

定
例
法
座
開
催
を
中
止
い
た
し
ま
す
。

皆
様
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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◎
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
争
が

始
ま
り
、
そ
の
様
子
を
一
一
ユ
ー
ス
で

見
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
軍
事

専
門
家
や
元
外
交
官
の
方
、
歴
史
研

究
家
の
お
話
を
聞
い
た
り
す
る
と
、

い
か
に
今
ま
で
何
も
知
ら
ず
に
生
き

て
き
た
の
か
と
思
わ
さ
れ
ま
す
。

◎
暴
力
に
脅
え
威
圧
さ
れ
な
が
ら
の

平
和
ぎ
受
け
入
れ
る
の
か
、
の
び
の

び
と
生
き
る
自
由
が
誰
に
で
も
開
か

れ
て
い
る
平
和
を
目
指
す
の
か
。
平

和
と
は
何
に
基
礎
付
く
も
の
か
、
と

い
う
事
に
つ
い
て
も
ち
ょ
っ
と
者
え

て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
本

願
寺
系
の
大
学
「
龍
谷
大
学
」
の
抗

議
声
明
文
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
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ロシ;7 = ?によるウクライナ侵攻にかかる声明

抗議声明文

さる 2月 2 4日に勃発したロシア軍による全面的なウクライナ侵攻は、

明白に国際法違反であり、私たちはこれを強く非難し、速やかな軍事行

動の停止とロシア軍の撤収を要求します。現在、ロシアの一方的な攻撃

に対してウクライナが徹底抗戦の構えを見せており、事態はますます深

刻の度を増しています。

龍谷大学はウクライナ共和国が| 9 9 |年 8月 2 4日にソビエト連邦からの

独立を宣言したわずか4日後の8月28日にキエフ大学と学生交換協定を

締結し、本日に至るまで多くの学生の派遣・受入れを行なってきました。

このことから、ウクライナ全土の人々が直面している戦争の現実を到底

看過することはできません。一瞬にして日常が破壊され、家族を失い、

戦火に怯えつつ暮らすこヒを余儀なくされている人々の苦境は計り知れ

ません。さらに、私たちの大学はロシアのモスクワ大学アジア・アフリ

力学院とも|9 9 7年から学生交換協定を締結しています。全世界を敵に回

して孤立化するロシア国内の人々の苦境にも思いをいたし、同国で抗議

の声を上げている勇気ある人々に連帯の意を表します。私たちはウクラ

イナからの留学生ヒロシ7からの留学生同士が共に本学で楽しく学ぶ姿

をこれまて゛多く目にしており、とても詢を痛めています。

すでに本学有志が発出した声明文にもあるとおり、龍谷大学は建学の精

神であるr浄土真宗の精神」に基づく人間育成を実現する/<2として5項

目を示し、その中でrすべてのいのちを大切にするr平等c! lの心jとr人

類の対話と共存を願う『平和c!lの心」を掲げています。今まさにこれら

のr*cz」による平和の実現を求めて、全世界が立ちあがるべきであると

訴えるとともに、当事国のみならず、全世界の為政者たちに対して、現

下の危機を一刻も早く収束させるために最大限の外交的努力に取り組む

よう強く求めます。

2 0 2 2 ( 令 和 4 ) 年 2 月 2 8 日

龍谷大学・龍谷大学短期大学部学長 入渾祟

龍谷大学グローバル教育推進センター長 久松英二


